4.経営の基本方針
4-1. 経営の基本方針
　経営の基本方針は、令和2年度に改訂している「島原市水道事業ビジョン」の基本理念である「豊かな自然に育まれた水緑のまち　しまばら～安全でおいしい水をいつまでも～」に基づく施策目標の中から「持続可能な水道（いつまでも健全な水道）」を実現することである。
　「持続可能な水道（いつまでも健全な水道）」の実現に向けての施策項目とその主要な施策は、下記の通りである。
1)水道施設の計画的な更新
◆構造物・設備・管路の計画的な更新・整備
構造物や設備、管路を段階的・計画的に更新・整備する。
◆アセットマネジメントによる更新計画
　構造物や設備、管路を対象にそれぞれの重要度や経過年数などから更新計画を策定し、その継続的な検討と実施に努める。
また、施設更新にあたって、現在に策定中の「長崎県広域推進プラン」を念頭に近隣の水道事
業との施設の共同化について検討していく。
2)適正な水道料金の設定
◆適正な料金体系の設定
事業計画に基づき適正な料金への見直しに関して検討していく。
3)健全な財務体質の維持
◆基本計画と経営戦略の策定と確実な執行
基本計画と経営戦略を策定し、それらを確実に執行する。また、事業費や維持管理費の削減に向け、適宜、見直しを行い、合理的な計画執行に努める。
4)効率的な執行体制の構築
◆民間委託の導入検討
水道課が行っている業務のうち、民間へ委託することが効率的な業務を見極め、合理的な委託手法や執行体制のあり方を検討していく。
4-2. 経営戦略の位置づけ
平成26年8月に総務省から「公営企業の経営にあたっての留意事項について」が示され、経営健全化に向けた取り組みの一環として、施設・設備に関する投資の見通し（投資試算）と財源の見通し（財源試算）を均衡させた収支計画（投資・財政計画）を中長期的な経営の基本計画として策定することが全国の水道事業者に求められている。


図4.2.1　「経営戦略」における「投資試算」、「財源試算」と「収支均衡」
【投資試算】


将来にわたって安定的に事業を継続していくために必要となる施設・設備に関する投資の見通しを試算した計画





【財源試算】


「投資試算」等の支出を賄うための財源（料金収入、企業債、繰入金）の見通しを試算した計画





【収支均衡】


投資と財源が均衡していること。（水道事業では「純損益」が黒字となること）


【収支ギャップ】


投資に対し財源が不足していること。（水道事業では「純損益」が赤字となること）





「島原市水道事業　経営戦略」


事業を継続していくための投資に対する必要な財源を確保可能な


中長期的な経営の基本計画を策定する。








